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授業の概要および目標 学位授与の方針との関連 

【概 要】 

看護学教育における教育的機能の理解を踏まえ、看護基礎教育及び継続教育に関す

る看護教育制度を概観し、今後の看護学教育の展望と課題について考える。また、高

度実践看護職としての役割を果たすために必要な教育原理と教育方法を学び、専門職

者としての自己教育力、生涯教育力を具えた人材育成を目指す。 

【目 標】 

１．看護学教育における教育的機能を理解する。 

２．看護基礎教育及び継続教育に関する看護教育制度を概観し、今後の看護教育の課

題を考察する。   

３．高度実践看護職としての役割を果たすために必要な教育原理と教育方法を理解し、

模擬授業において活用できる。 

 
１．クリティカル領域における患者の状況を総合的

に判断する能力 

 
２．クリティカル領域における患者に必要な治療を
実践できる能力 

 

３．患者に安心・安全な医療をタイムリーかつ効果
的に提供するために医師等との協働ができ、ネッ

トワークを推進できる能力 

 ４．専門職としての倫理的意思決定能力 

○ 
５．高度看護実践者として、教育的経営的な視点を

もつトップマネジメント能力 

○ 
６．臨床実践に潜む暗黙知を形式知へと創出する研

究開発能力 

 
７．クリティカル領域における患者の危機的状況を
支援する能力 

授 業 計 画 

  回 内 容 担当教員 

第1回 
ガイダンス 

Ⅰ．看護教育における教育的機能 

上國料 

他1名 

第2・3回 

Ⅱ．看護職養成に関わる教育制度 

1．看護基礎教育の歴史的変遷と看護教育制度 

2．看護系大学院に関わる教育制度（各コースの教育制度：プレゼンテーション①） 

第4・5・6回 

Ⅲ．高度実践看護職として役割を果たすために必要な教育原理と教育方法 

1．授業設計・授業展開に必要な基礎知識 

インストラクショナルデザイン 

対象の理解：成人学習理論             （プレゼンテーション・ 

目標設定、教授技術、教育評価                ディスカッション②） 

展開方法：シミュレーション教育 

第7回 
2．授業設計およびその作成過程・授業設計・教材設計 

授業テーマの検討：授業には講義・演習・継続教育の一部等を含む 

第8-10回 
Ⅳ．授業（研修）設計と展開の実際 

 1．指導計画・指導案の作成および課題の検討 

第11-15回 
 2．模擬授業の実施・評価（プレゼンテーション・ディスカッション③） 

 3．授業者としてのリフレクション 

事前・事後 

学習 

事前学習：各回に該当する参考図書・配付資料を読む。プレゼンテーションの準備を行う。 

事後学習：配付資料について復習する。指定した課題を実施する。 

単位と時間数に応じた学習時間（学生便覧参照）を参考に取り組む。 

評価の方法 

 

授業案・課題レポート（40％）、プレゼンテーション内容（60％）により総合的に評価する。  

フィードバック（授業案・課題レポート、模擬授業実施の総評等）は適宜行う。 

参考図書 

 ・資料等 

稲垣忠・鈴木克明編著：授業設計マニュアルver.2, 北大路書房, 2015. 

杉森みど里ほか：看護教育学 第７版, 医学書院, 2021. 

中井俊樹・服部律子編：看護教育実践シリーズ授業設計と教育評価, 医学書院, 2018. 

舟島なをみ監修：院内教育プログラムの立案・実施・評価 医学書院, 2015. 

参考書・資料は適宜に紹介する。 

備  考 オフィスアワーについては、学生便覧を参照し、教員と日程調整をする。 

  


